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#12-44 

【１０月２７日～１１月２日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２４年１１月６日 

在ウクライナ大使館 

 

Ａ．主な動き 

 

１．経済 

▼エネルギー戦略 

・３０日、経済省は、２０１２-２０３０年のエネルギー戦略を政

府に提出した旨報告。本戦略は２０２０年までにＥＵエネル

ギー市場へのモルドバの統合を完遂することを想起するとと

もに、同市場への統合を目指す国の地位を強化し、電力の

国内生産のポテンシャルを最大限に使用すべき旨記載。 

▼国家予算 

・２日、議会は、最終読会において２０１３年度国家予算案を

承認。歳入は２２７億レイ、歳出は２３６億レイ、財政赤字は８

億７，０００レイ。 

２．外政 

▼フィラト首相のポーランド訪問 

・２９日、フィラト首相は、ポーランドを訪問し、コモロフスキ大

統領との会談において、モルドバはＥＵとのＤＣＦＴＡを含

む連合協定及び査証免除に関する交渉を２０１３年１１月ま

でに終了することを目指している旨発言。双方は、経済協力

問題に関し協議し、コモロフスキ大統領は、モルドバの欧州

統合路線及び沿ドニエストル紛争の早期解決問題において

モルドバを支持する旨表明し、また、１２月３日にモルドバを

訪問する意向である旨発言。 

・同日、フィラト首相は、トゥスク首相と会談し、経済、投資及

びエネルギー分野を含む二国間関係強化に関し協議。トゥ

スク首相は、ポーランドは２０１３年もモルドバに対し２０１２年

規模の財政支援を行う決定をした旨発言。 

▼フィラト首相のトルコ訪問 

・１日、フィラト首相は、アンカラにおいてギュル大統領と会

談し、両国経済関係の動向に関し協議。ギュル大統領は、

モルドバのエネルギー分野における投資計画に関心があ

る旨発言。 

・同日、フィラト首相は、エルドアン首相との会談において、

経済、政治及び観光分野における協力の活性化、モルドバ

に居住するガガウズ人の問題等に関し協議。両国政府の代

表は、査証相互免除、不法滞在者の送還、教育、地図作成、

環境保護分野における協力等に関する両国間の合意文書

に署名。 

・同日、フィラト首相は、チチェク大国民議会議長と会談し、

両国議会間関係の深化等に関し意見交換。 

・２日、フィラト首相は、イスタンブールの黒海経済協力機構

（ＢＳＥＣ）事務局を訪問。また、同日、同首相は、モルドバ・ト

ルコ投資・貿易フォーラムに出席。 

３．沿ドニエストル 

・２日、カルポフ国家再統合問題担当副首相とシュタンスキ

「外相」は、キシナウのＯＳＣＥ事務局において会談し、信頼

醸成措置の促進、放射線源の沿ドニエストル地域からの搬

出、人及び貨物の自由な移動、卒業証書の認定、沿ドニエ

ストル地域におけるラテン文字使用学校の教育、人権に関

する作業部会の設置及び放送通信分野における協力問題

等に関し協議。 

４．防衛 

・２日、国防省は、モルドバ国防省とトルコ国防省間におい

て地図作成分野での協力に関する議定書に調印した旨発

表。 

 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


